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フ
年
も
陸
奥
湾
の
タ
ラ
豊
漁

(
脇
野
沢
タ
ラ
底
建
網
お
こ
し
風
景

役
場
宮
本
氏
撮
影
印
年
月
)

六
O
年

の

今
年
は
昭
和
還
暦
に
あ
た
る
年
で
あ
り
、

昭
和
六

0
年
代
幕
明
け
の
年
で
あ
り
ま
す
。

沿
岸
か
ら
押
合
へ
、
仰
合
か
ら
遠
洋
へ

と
漁
船
の
大
型
伯
、
近
代
化
に
よ
り
漁
場

の
拡
大
を
続
け
て
き
た
水
産
王
国
日
本
も
、

二
百
海
塁
手
」
契
機
に
非
常
に
厳
し
い
漁
業

環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

二
百
海
国
十
一後
は
治
岸
漁
場
の
整
備
開
発
、

つ
く
る
漁
業
の
振
興
に
力
が
入
れ
ら
れ
て

参
り
ま
し
た
。

資
源
を
増
や
し
て
獲
る
と

い
う
努
力
は
、
水
産
に
と
っ
て
古
く
て
新

し
い
課
題
で
あ
り
巌
も
重
要
な
挑
戦
で
あ

り
ま
す
。

資
源
の
増
大
、
有
効
利
用
に
は
、
海
の

生
産
力
を
つ
か
っ
て
生
産
を
伸
し
て
ゆ
く

資
源
管
理
型
漁
業
と
栽
培
漁
業
の
展
開
、

理
に
か
な
っ
た
養
殖
漁
業
の
展
開
こ
そ
が
、

漁
業
の
振
興
と
漁
業
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
乙
そ
、
と
る
乙

と
一
方
の
漁
業
か
ら
意
識
転
換
し
、
脱
皮

を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

県
で
は
昨
年
三
月
、
水
産
動
物
の
種
苗

生
産
及
び
放
流
と
水
産
動
物
の
育
成
に
関

す
る
基
本
計
画
を
定
め
、
ま
た
十
二
月
に

は
水
産
業
娠
輿
の
た
め
の
試
験
研
究
推
進

繕
想
が
策
定
さ
れ
、

目
標
達
成
の
た
め
取

課

題

側コーセイ印刷

次
長

j斐

雄

-一=回，a川a

カ日

り
組
む
べ
き
主
要
課
題
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
課
題
実
現
の
た
め
、
今
年
も
効

率
的
じ
試
験
研
究
を
進
め
、
水
産
振
興
の

た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
所
の
取
り
組
む
研
究
課
題
は
次
の
と

お
り
で
す
。

海
洋
調
査
研
究
の
充
実

陸
奥
湾
海
況
予
報
確
立
調
査

貝

類

増

殖

技

術

の

開

発
及

び

確

立

陸
奥
崎
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
安
定
生
産

外
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
開
発

ア
カ
ガ
イ
増
殖
技
術
開
発

ア
ワ
ビ
増
養
殖
技
術
開
発

ホ
ッ
キ
ガ
イ
培
養
殖
技
術
開
発

サ
ザ
エ
増
殖
技
術
開
発

そ
の
他
の
貝
類
の
別
養
殖
授
術
開
発

魚
類
・
甲
殻
類
増
養
殖
技
術

の
開
発
及
び
確
立

サ
ケ
・
マ
ス
の
安
定
生
産

ヒ
ラ
メ
僧
養
殖
技
術
開
発

マ
ダ
ラ
増
殖
技
術
開
発

新
魚
種
栽
培
漁
業
他
技
術
開
発

海
藻
類
増
養
殖
技
術
の
確
立

コ
ン
ブ
等
有
用
藻
類
の
増
養
殖
技
術
確
立

海
中
造
林
技
術
確
立
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ホ
タ
テ
養
殖
管
理
好
転
の
兆
し

(
秋
季
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査
)

~民;;0民<.îD民<.îD同~同~回争民;;0民~民<.îD回~民岳民<.îD 2 

内
d 

ほ
た
て
貝
部
長

昭
和
五
三
年
か
ら
毎
年
同
じ
時
期
に
実

施
し
て
い
る
秋
季
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実

態
調
査
で
す
が
、
今
回
は
五
九
年
春
の
産

卵
の
遅
れ
に
始
ま
っ
て
、
稚
貝
採
取
や
分

散
作
業
も
二
ヶ
月
近
い
遅
れ
と
な
っ
た
た

め
に
、
例
年
よ
り

一
ヶ
月
遅
く
十

一
月
下

旬
(
十
九

t
二
六
日
)
に
実
施
し
ま
し
た
。

調
盗
し
た
貝
の
個
数
は
、
五
八
年
産
貝

(
半
成
貝
)
四
、
八
四
二
個
、
五
九
年
産

貝
(
稚
貝
)

一
O
、

O
一
四
個
の
合
計

一
四
、
八
五
六
個
で
し
た。

調
査
結
果
を
表
l

l
、
2
お
よ
び
3
に

一示
し
ま
し
た
。

五
九
年
産
貝
(
稚
貝
)

異
常
貝
出
現
率
お
よ
び
へ
い
宛
率
は
、

全
湾
平
均
で
そ
れ
ぞ
れ
五

・
九

%
、
三
-

二

%
と
、
二
年
ぶ
り
に
前
年
春
下
ま
わ
り

ま
し
た
。

養
殖
方
法
別
に
み
た
異
常
貝
出
現
率
は

養
殖
用
五

・
八

%
、
地
ま
き
用
六
三
二
%
、

(
へ
い
死
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
四
%
、
五

-

七
%
)
で
し
た
。

分
散
す
み
の
稚
貝
の
収
容
数
は
、
パ
ー

ル
ネ
ッ
ト

一
段
あ
た
り
養
殖
用

一
九
個
、

地
ま
き
用
三
四
個
と
年
ど
と
に
少
な
く
な
っ

青森県水産増殖センターだより第31号

青

山

禎

夫

て
い
ま
す
が
、
遠
の
間
隔
か
ら
幹
綱

一
m

あ
た
り
の
収
容
数
を
計
算
す
る
と
、
各
々

三
O
四
個
、
六
六
五
個
と
な
り
、
ま
だ
ま

だ
改
善
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
長
は
全

湾
平
均
で
殻
長
二
・
七
品川、

全
重
量
二

・

四
g
と
例
年
に
較
べ
て

一
ヶ
月
以
上
の
遅

れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

五
八
年
産
貝

(
半
成
貝
)

全
湾
平
均
の
異
常
貝
出
現
率
は

一
一
・

五
%
で
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
が
、
へ
い
死
率
は

一
三

・
七

%
と、

五
三
年
以
降
で
は
二
番
目
の
低
さ
を
示
し

ま
し
た
。

養
殖
方
法
別
で
は
耳
づ
り
の
不
振
が
目

立
っ
て
お
り
、
乙
れ
を
異
常
貝
出
現
率
十

へ
い
死
率
で
表
わ
す
と
、
耳
づ
り
三
0
・

二

%
、
丸
篭
一
九

・
八

%
、
パ
ー
ル
ネ
ッ

ト

一
八
・
四
%
と
な
り
ま
す
。

収
容
数
は

一
段
あ
た
り
丸
笥

一
一
一例
、

パ
ー
ル
ネ
ッ
ト

一一
一一
個
、
耳
づ
り
は
一
連

あ
た
り
一
三
三
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
を
幹
綱

十
m
あ
た
り
の
収
容
数
に
換
算

し
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ

一
五
八
個、

二
O

二
個
、
二

一
四
個
と
な
り
ま
す
。

成
百立
を
み
る
と
平
勾
殻
長
八

・
一
m
、

単位 :%

貝の 調査 上磯地区 青森地区 | 平内地区 上北地区 下北地区 全湾平均

へい 異常貝 へい|異常貝 |へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝

種類 年度 死率 出現率 死率 |出現率死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率

59 1.7 17.2 1. 4 I 2.3 1.2 4.3 6.3 4.4 3.2 5.9 

58 12.0 7.8 15.9 11.9 i 11.2 20.7 32.4 5.5 23.2 8.0 22.5 

稚貝 57 6.5 12.4 7.1 24.0' 3.2 21.5 3.1 4.7 2.9 4.5 4.3 14.9 

(59年 56 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 1.1 2.0 1 0.4 1.1 ， 0.6 2.0 1.3 

産貝)
55 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6 7.7 1.5 8.5 2.3 7.1 1.2 

54 3.2 16.8 4.9 9.1 8.0 13.1 i 7.5! 9.8 I 2.4 11. 4 3.7 

53 47.0 6.4 16.5 I 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8118.71 o 1 18.6 1.6 

地区別内 訳 平舘村、蟹田 | 野辺地町、横 1 むつ市、田名 !

l 後潟、 青森市 平内町 浜 |部 川内町 i (漁協) 町、蓬田村
町 i脇野沢村J_ __ J 

地区別へい死率及び異常貝出現率の年度別推移 (秋季調査)表 l

貝の 調査 上磯地区 青森地区 平内地区 上北地区 下北地区 全湾平均

へい 異常貝へいl異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝
種類 年度 死率 出現率死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率

59 9.3 9.3 7.7 11.5 10.2 10.5 5.4 17.6 13.7 11.5 

58 5.0 2.4 I 20.2 12.1 127.5 11.7 34.3 24.9 25.3 13.5 

半成貝 57 4.2 3.81 30.7 27.8 1 7.5 6.0 8.8 5.3 9.9 8.3 I 

(58年 56 63.4 30.01 55.) I 34.4 19.5 12.9 15.7' 47.5 16.9 30.9 15.9 

産貝)
55 15.7 11. 4 ， 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 I 11.3 11.3 25.6 11.8 

54 36.7 17.5 8.2 21. 0 7.3 13.8 24.0 10.5 

53 91.8 66.7 56.3 6.8 35.1 4.3 46.7 16.2111.7 1.7 38.2 6.0 

異常貝数
異常貝出現率 ・ x 100(%) 

生貝数

死貝 数
い 死 率/';;"':::，~ x 100(%) 

調査貝数 J 
-̂(注)
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( ): 58年秋の調査結果

貝の
区 分 調査点

へい死率 異常貝出現率 平均妓 長 平均重量 収容 数 連の聞かく 幹綱 1m当り

種類 (:% ) (:% ) (c初) (11) (個/段) (冊) の収容数(個

地元産・分散済 32 ( 72) 2.5 ( 7.5) 6.2 (15.2) 2.8 (3.2) 2.5 (4.3) 19 ( 23) 58 (54) 304 ( 408) 

養地元産・未分散 5 ( 16) 1.2 (55.5) 8.6 (10.3) 2.7 (3.2) 2.9 (4.1) 54 ( 75) 57 (47) 780 (1，439) 

嫡 他地区産分散済 5 ( 18) 3.4 (18.2) 1.0 (32.1) 2.6 (3.0) 1.9 (3.5) 17 ( 15) 51 (44) 262 ( 276) 

用 小計|分散済 37 ( 90) 2.6 ( 9.4) 5.5 (17.9) 2.8 (3.2) 2.5 (4.1) 19 ( 22) 57 (52) 298 ( 381) 

計(平均) 42 (106) 2.4 (14.0) 5.8 (17.6) 2.8 (3.2) 2.5 (4.1) 23 ( 30) 57 (51) 356 ( 541) 

稚 地 地π産 ・分散済 2 ( 21) 2.6( 7.3) 13.1 (25.2) 2.5 (3.1) 1.8 (3.8) 34 ( 61) 50 (65) 665 ( 784) 

2 地元産・未分散 5 ( 6) 7.0 (44目3) 3.3 ( 9.4) 2.1 (3.0) 1.4 (3.4) 90 (llO) 73 (55) 855 (1，799) 

用 計(平均) 7 ( 27) 5.7(9.4) 6.3 (24 .6) 2.2 (3.1) 1.5 (:1.7) 74 ( 72) 67 (63) 801 (1，∞9) 

そ地元産 ・分散済 。( 2) 一(3.1) 一(12.7) (3.2) 一 (3目8) 一 (35) 一 (51) 一 ( 521) 

の地元産 ・未分散 。( 6) 一 (60.2) ( 4.2) (3.0) 一 (3.2) (110) (58) 一 (2，050)

民 他 まl'(平均) 。( 8) 一 (39.8) ← ( 9目1) 一 (3.0) 一 (3.3) 一 (106) 一 (57) 一 (1，668)

計 分 地死産 34 ( 95) 2.5(7.3) 6.9 (21.9) 2.8 (3.2) 2.5 (4.1) 20 ( 32) 57 (57) 325 ( 493) 

( 散 他地区産 5 ( 18) 3.4 (18.2) 1.0 (32.1) 2.6 (3.0) 1.9 (3.5) 17 ( 15) 51 (44) 262 ( 276) 

平 済 計(平均) 39 (113) 2.6 ( 8.0) 6.2 (22.5) 2.7 (:，.2) 2.4 (4.0) 20 ( 29) 56 (55) 317 ( 459) 

均 地元産 ・未分散 10 ( 28) 5.1 (52.2) 5.2 ( 8.8) 2.4 (3.1) 2.2 (3.7) 72 ( 94) 65 (51) 818 (1，647) 

) 計 (平均) 49 (141) 3.2 (12.0) 5.9 (21.8) 2.7 (3.1) 2.4 (4.0) 30 ( 42) 58 (54) 419 ( 695) 

養殖方法別結果表2

一ー-
( ): 58年秋の調査結果

貝の
区 分 調査点

へい死率 異常貝出現 平均波長 平均.ll:量 l収容数 連の間隔 幹網 1m当り 付 着物
種類 ( :% ) ヰ.;(:%) (冊) un (個/段) ( cm ) の収容数 (個 (匂)

丸 匂R得Z 16 ( 30) 5.7(21.4 ) 14.1(19.7) 日.1(8.5) 66.3(78.5) 11 ( 11) 72 (68) 158 (158) 0.6 (4.0) 

パザ|地 8 ( 24) 11.4(14.7) 7.1( 7.8) 8.6 (8.8) 73.3(80.9) 13.4 ( 14) 56 (51) 2ω (225) 2.9 (5.4) 

半 ネ γ 他地区産 I 5.8 4.0 8.6 72.0 11 39 221 1.0 

計 9 ( 24) 11.3(14.7) 7.1( 7.8) 8.6 (8.8) 73.1(80.9) 13 (14) 54 (51) 202 (225) 2.7 (5.4) 

成 12 ( 51) 11. 9(30. 7) 8.604.8) 7.9 (8.5) 65.2(75.6) 124.7 (150) 64 (61) 198 (:f)7) 0.6 (7.4) 

4 37.5 19.3 7.5 57.9 156 65 260 1.1 

員
計 16 ( 51) 19.2(30.7) 11.0(14.8) 7.8 (8目5)63.4(75.6) 133 (150) 64 (61) 214 (:f)7) 0.7(7.4) 

36 (105) 9目4(25.3) 10.503.5) 8.2 (8.6) 67.5(77.7) 66 (61) 181 (226) 1.1 (6.0) 

計 他地区産 5 37.1 19.0 7.7 60.7 60 253 1.1 

t口"- 計 41 (105) 13.7(25.3) 11. 5(13.5) 8.1 (8.6) 66.4(77.7) 65 (61) 189 (226) 1.1 (6.0) 

養殖方法別結果表3

全
重
量
六
4r
・
四

g
と
不
良
で
し
た
。
特

に
耳
づ
り
が
最
も
悪
い
結
果
を
示
し
て
い

ま
す
。

考
察
と
今
後
の
課
題

。
稚
貝
の
異
常
貝
出
現
率
が
二
年
ぶ
り
に

低
下
し
た
と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
の
動

向
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
態

と
思
わ
れ
ま
す
。

0

収
容
数
は
改
善
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
な
お

一一
胞
の
前
進
が
必

要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

。
稚
貝
の
活
力
が
ま
だ
ま
だ
充
分
で
な
い

(養
殖
用
稚
貝
の
異
常
貝
出
現
率
五

・

八
%
)
の
で
、
貝
の
安
定
が
は
か
ら
れ

る
養
殖
方
法

(次
善
法
l
来
秋
ま
で
パ
ー

ル
ネ
ッ
ト
の
ま
ま
に
し
て
お
く
)
を
主

体
と
し
た
育
成
管
理
が
有
効
と
思
わ
れ

ま
す。

。
耳
づ
り
は
、
そ
の
利
点
が
生
か
さ
れ
る

範
囲
に
お
い
て
は
、
優
れ
た
養
殖
方
法

の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
そ

の
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
耳
づ
り
偏
重
か
ら
篭

(
パ
ー

ル
ネ
ッ
ト
)
養
殖
の
割
合
を
多
く
し
て

い
く
と
と
が
必
要
で
、
ζ
の
と
と
は
産

卵
用
母
貝
の
確
保
に
も
役
立
つ
ζ
と
で

す。

付
着
生
物
に
つ
い
て

陸
奥
湾
や
そ
の
他、

養
殖
を
行
っ
て
い

る
所
で
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
付
着
生
物

に
よ
る
害
が
み
ら
れ
ま
す
。
陸
奥
湾
で
ホ

タ
テ
の
養
殖
に
と
っ
て
有
害
な
も
の
は
、

塁
の
多
い
順
に
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
、
キ
ヌ

マ
ト
イ
ガ
イ
、
エ
ボ
ャ
、
群
保
ボ
ヤ、

フ

ジ
ツ
ボ
な
ど
で
す
。
ζ

の
順
序
は
丸
韓
国
を

使
っ
た
養
殖
の
場
合
で
す
が
、

耳
吊
り
、

パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
な
ど
一養
殖
方
法
に
よ
っ
て
、

ま
た
水
深
や
分
散
時
期
の
遣
い
に
よ
っ
て

順
序
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ほ
た
て
貝
部
主
任
研
究
員

平

野

忠

乙
れ
ら
の
付
着
時
期
は
何
月
頃
な
の
で

し
ょ
う
か
。
養
殖
を
し
て
い
る
人
は
経
験
的

に
大
体
の
時
期
を
知
っ
て
お
り
、

自
分
な

り
に
分
散
の
時
期
や
垂
下
の
深
さ
を
調
節

し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
の
実
績
発
表
大
会
で
浦
田

の
豊
鳥
さ
ん
が
、
養
殖
試
験
に
よ
る
付
着

生
物
の
付
着
時
期
に
つ
い
て
優
れ
た
発
表

を
し
て
い
ま
す
。

図
1
は
五
七

t
五
八
年
に
私
が
青
森
と

野
辺
地
で
調
べ
た
貝
類
と
ヒ
ト
デ
の
付
着



時
期
で
、
太
い
部
分
が
付
着
の
多
か
っ
た

時
期
で
す
。
こ
の
図
は
青
森
の
も
の
で
す

が
、
野
辺
地
も
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
乙
れ

は
、
ホ
タ
テ
の
採
苗
器
を
二

t
四
週
間
水

深

一
O
m
と
二

O
m
に
吊
る
し
て
お
き
、

そ
の
期
間
内
に
付
着
し
た
も
の
を
全
て
数

え
、
一
日
当
り
の
付
着
数
を
出
し
て
図
に

示
し
た
も
の
で
す
。

第

一
に
分
っ
た
こ
と
は
、
付
着
生
物
は

冬
か
ら
春
に
盛
期
の
も
の
と
、
夏
か
ら
秋

に
盛
期
の
も
の
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
冬

・
春
型
に
は
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ

イ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
エ
ゾ
イ
シ
カ
グ
ガ
イ
、

キ
ヌ
マ
ト
イ
ガ
イ
、
ヒ
ト
デ
が
入
り
、
夏

・

秋
型
に
は
ア
カ
ガ
イ
、
タ
マ
エ
ガ
イ
、
ア

カ
ザ
ラ
、
ミ
ノ
ガ
イ
和
の

一
種
、
介
形
類

が
入
り
ま
す
。
冬

・
春
型
は
ホ
タ
テ
ガ
イ

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
寒
い
時
に
性
成

熟
が
進
む
タ
イ
プ
で
、
北
方
系
の
も
の
と

い
え
ま
す
3

夏
・
秋
型
は
逆
に
暑
い
時
に
繁

殖
す
る
タ
イ
プ
で
、
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
南

方
系
の
も
の
で
す
が
、
数
は
冬

・
春
裂
に

比
べ
ず
っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
。

陸
奥
湾
は
北
万
に
あ
り
な
が
ら
、
対
馬

暖
流
の
流
入
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
北
方

系
の
も
の
と
南
方
系
の
も
の
が
混
在
す
る

特
徴
宇伊
持
っ
て
お
り
、
乙
れ
は
貝
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
動
植
物
に
も
同
じ
よ
う

な
乙
と
が
い
え
ま
す
。

第
二
に
分
っ
た
こ
と
は
、
青
森
と
野
辺

地
で
は
個
々
の
生
物
の
数
が
異
な
り
、
冬

-

春
型
は
野
辺
地
に
多
く
、
夏

・
秋
型
は
青

森
に
多
か
っ
た
こ
と
で
す
(
図
2
)
。
こ

れ
は
、
毎
年
行
な
っ
て
い
る
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
付
着
稚
貝
調
査
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で

す
が
、
西
湾
側
は
漆
軽
暖
流
の
影
響
に
よ

り
東
湾
側
よ
り
も
外
洋
性
(
暖
海
性
)
の

環
境
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
三
に
、
付
着
生
物
の
防
除
方
法
に
つ

い
て
で
す
。
乙
れ
ら
の
中
で
最
も
害
の
強

い
の
は
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
で
す
が
、
こ
れ

は一

O
m
と
二
O
m
を
比
べ
る
と
一

C
m

に
多
い
と
と
か
ら
、
盛
期
の
五

t
六
月
に

な
る
べ
く
深
く
沈
め
る
乙
と
が
付
着
手
-
防

ぐ
上
で
有
効
と
思
わ
れ
、
ホ
タ
テ
の
付
着

調
査
や
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
の一フ
1

パ
調
査

の
結
果
か
ら
、
二
O
m
に
沈
め
る
と
良
い

よ
う
で
す
。

第
四
に
、
ホ
タ
テ
の
採
苗
器
に
は
エ
ボ

ヤ
や
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
が
全
く
付
か
な
か
っ

た
と
と
で
、
乙
れ
ら
は
採
苗
器
の
よ
う
な

網
状
の
も
の
よ
り
ホ
タ
テ
の
貝
殻
な
と
の

板
状
の
も
の
に
好
ん
で
付
く
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

な
お
、
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
は
、
今
ま
で

春
と
秋
の
二
国
産
卵
す
る
と
一一一
口
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

(乙
の
年
に
限
っ
て
い
え

ば
、
)
む
し
ろ
秩
か
ら
春
ま
で
続
く
と
い
っ

た
方
が
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
九
月
を
除
く
ほ
ぼ
周
年
に
わ
た
っ
て

付
着
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

4 出岳民主b民~回~同~同~民~同~同~出~民~回~民事b

11 12月
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形

ト

図 2

久
、
了
春
型
の
も
の

夏

・
秋
型
の
も
の

ア

介

ア

ヒ



青森県水産増殖センタ ーだよ り第31号d主回d主回妥言回d喜岡妥喜岡dCl<:lt'lt主同妥主回逗言同Qe;;同需主同逗言同這言同

冬
も
本
番
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
ホ
タ
テ
の

産
卵
が
話
に
の
ぼ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
ホ
タ
テ
採
苗
は
著
し
い
遅
れ
が
み

ら
れ
た
り
、
ま
た
付
着
後
へ
い
死
し
た
り

で
伸
々
順
調
に
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
こ

そ
は
安
心
し
て
種
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

今
年
の
予
想

さ
て
、
ま
ず
母
貝
の
話
で
す
が
、
ま
だ

成
熟
度
調
査
の
デ
ー
タ
が
不
足
な
の
で
、

と
り
あ
え
ず
水
温
の
デ
l
タ
を
使
っ
て
み

ま
す
。
図
1
は
前
年
九

t
十
二
月
の
平
均

水
温
と
、
生
殖
巣
指
数
が
上
昇
し
て
二

O

%
に
な
っ
た
日
と
の
関
係
を
表
わ
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

一
本
の
曲
線
の
ま

わ
り
に
か
た
ま
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
成
熟

開
始
時
期
は
前
年
の
水
温
が
低
い
ほ
ど
早

い
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
今
年
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
昨
年
九

t
十
二
月
の
平

均
水
混
は
約
十
五
℃
だ

っ
た
の
で
、
曲
線

か
ら

一
月
二
七
日
こ
ろ
二

O
%
に
な
り
、

成
熟
開
始
時
期
は
大
体
平
年
並
み
か
、
や

や
阜
め
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

不
思
議
な
リ
ズ
ム

一
方
、
産
卵
時
期
は
乙
れ
か
ら
の
水
温

次
第
な
の
で
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
、
気

象
台
の
三
カ
月
予
報
に
よ
る
と
寒
さ
は
平

5 

付
着
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

lv

数
年
に
一
回
の
割
で
不
漁
年
が
あ
り
、
そ

の
時
の
母
貝
数
は
必
ず
し
も
少
な
く
な
い

の
で
す
。

図
4
に
、
今
ま
で
の
母
貝
数
と
付
着
数

の
関
係
を
一示
し
ま
し
た
。
真
ん
中
の
直
線

の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
て
い
る
点
も
あ
れ
ば
、

い

均

い

遅

l
l
平

l
i
早

ー
一ー
ー
ヮ
.
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生
殖
巣
指
数
が
加
%
に
な
っ
た
臼

速
く
離
れ
た
点
も
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
直

線
は
母
貝
数
が
多
い
ほ
ど
付
着
が
多
か
っ

た
乙
と
を
表
わ
し
、
六
O
%
と
か
九
O
%

の
信
頼
帯
と
い
う
の
は
、
ど
れ
く
ら
い
の

確
率
で
起
こ
っ
た
か
を
一示
す
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
直
線
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て

確
率
は
低
く
な
る
わ
け
で
、
六
O
%
帯
で

60年

産卵時期にみられる リズム

安
定
採
苗
の
だ
め
に
，

田
貝
を
確
保
し
よ
う

ほ
た
て
員
部
主
任
研
究
員

平

野

忠

年
並
み
と
い
う
と
と
な
の
で
、
今
の
と
乙

ろ
産
卵
も
平
年
並
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
の
雪
の
多
さ
か
ら
し
て
寒
い
冬
↓
産
卵

遅
れ
の
パ
タ
ー
ン
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
生
殖
巣
指
数
が
二

O
%
を

切
っ
た
日
(
産
卵
開
始
の
目
安
に
し
て
い

る
)
を
調
べ
て
い
て
奇
妙
な
事
に
気
つ
き

ま
し
た
。
四
八
年
か
ら
五
九
年
ま
で
を
グ

ラ
フ
に
書
く
と
、
図

2
の
よ
う
に
鋸
歯
状
、

つ
ま
り
早
い

・
遅
い
が
一
年
ご
と
に
繰
り

返
す
リ
ズ
ム
が
見
ら
れ
た
の
で
す
。
ど
う

し
て
こ
う
な
る
か
良
く
分
り
ま
せ
ん
。
地

球
規
模
の
ソ
ズ
ム
が
ホ
タ
テ
の
産
卵
期
に

も
影
響
し
て
い
る
か
も
。
と
に
か
く
、

こ
れ
に
よ
る
と
今
年
は
早
い
年
に
あ
た
る

の
で
す
が
、
さ
て
と
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

付
着
と
母
貝
数

最
近
地
ま
き
数
量
の
減
少
と
、
耳
吊
り

主
体
の
養
殖
貝
の
早
出
し
に
よ
っ
て
産
卵

母
貝
数
が
不
足
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
が
あ
り
、

一
保
母
貝
が
ど
れ
だ

け
あ
れ
ば
充
分
な
稚
貝
が
と
れ
る
の
か
考

え
て
み
ま
し
た
。

昭
和
三
八
年
か
ら
の
採
苗
器
当
り
の
付

着
稚
貝
数
と
そ
の
年
の
産
卵
母
貝
数
は
、

図
3
の
よ
う
に
母
貝
が
増
え
る
に
つ
れ
て

58 56 54 52 50 昭48

図 2

ん3 14 15 16 17 
前年 9~ 12月の平均水温('0

図 l 前年の水温と成熟の早さ

あ
れ
ば
十
年
の
う
ち
六
回
が
入
り
、
八
O

%
帯
で
八
回
、
九
O
%
帯
で
九
回
が
入
る

と
い
う
乙
と
で
、
大
依
実
際
の
結
果
と
合
っ

て
い
ま
す
。
乙
れ
は
直
線
の
両
側
で
の
話

で
す
か
ら
、
不
漁
対
策
だ
け
を
考
え
る
場

合
下
側
だ
け
で
よ
い
の
で
、
八
O
%
待
の

下
の
線
で
十
年
に
一
一
度
の
不
漁
が
あ
る
、

戸
時
総

6 

4 

付
着
稚
貝
数

(
万
個
/
袋
)

2 

3 

2 

0 
4 

母

貝

数(
億
個
)

年55 

昭和38-58年の付着稚貝数と母貝数の推移

50 45 40 

。
昭

図3



6 

逆
に
い
え
ば
十
年
の
う
ち
九
年
は
大
丈
夫

と
な
る
わ
け
で
す
。

約

二
億
七
千
万
個
必
要

そ
乙
で
、

一
袋
当
り
の
稚
貝
数
は

十
体

ど
れ
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
か
で
す
。
大
体
毎

年
不
漁
に
な
る
の
は
西
湾
な
の
で
、
四
湾

で
平
均
一
一
千
個
く
ら
い
あ
れ
ば
最
低
限
や

れ
る
と
し
て
、
そ
の
と
き
東
湾
は
そ
の
三

倍
の
六
千
個
く
ら
い
で
す
か
ら
、
西
湾
と

東
湾
の
採
苗
器
数
の
比
率
(
四
対
六
)
を

僚
け
て
、
全
湾
平
均
は
四
千
四
百
個
と
な

り
ま
す
。

次
に
、
図
4
で
四
千
四
百
個
と
八
O

%

帯
が
交
わ
る
と
と
ろ
の
母
貝
数
を
読
む
と

二
億
七
干
万
個
、
乙
れ
が
十
年
の
う
ち
九

年
の
採
箇
を
保
証
す
る
母
貝
数
と
い
う
乙

出争回~回争回~出争回~民岳民~同岳民~~回~~青森県水産増殖センターだより第31号

信頼帯

7 

6 

。仏三。

5 

4 

3 

付
着
稚
貝
数

(
万
個
/
袋
)

、
4 

母貝数と付着稚貝数の関係(昭和38~58年)

80%帝最低付着数
(個/袋)

図4

3 

と
で
す
。
分
り
ま
す
か
?
も
ち
ろ
ん
乙
れ

は
今
ま
で
の
デ
l
タ
に
よ
る
も
の
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
大
不
漁
が
待
っ
て
い

る
か
予
想
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も

昨
年
や
今
年
よ
り
も
不
安
が
大
巾
に
解
消

さ
れ
る
と
と
は
確
か
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
地
ま
き
貝
と
養
殖
貝
で
は

ど
ち
ら
が
産
卵
母
貝
と
し
て
比
重
が
高
い

必要稚貝確保のための

地まき貝数と養殖貝数

の配分関係 (1~ 4は

表 lの番号と対応、)

図 5

2 

。。

養
殖
貝
(
億
個
)

の
で
し
ょ
う
か
。
生
殖
巣
指
数
は

一
般
に

養
殖
貝
の
方
が
高
く
な
る
(
卵
巣
が
大
き

い
)
の
で
す
が
、
員
の
大
き
さ
は
、
二
年

貝
主
依
の
養
殖
貝
よ
り
三
年
貝
主
俸
の
地

ま
き
貝
の
方
が
大
き
く
、
ど
ち
ら
の
比
重

が
高
い
と
は

一
概
に
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
三
八
年
か
ら
の
デ
l
タ
を
使
っ

て
分
析
し
て
み
る
と
、
八
対
七
の
比
率
で

地
ま
き
貝
の
方
が
比
重
が
や
や
高
い
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た。

対

応

策

十
年
に

一
度
の
不
漁
に
お
さ
え
る
た
め

に
必
要
な
母
貝
数
二
・
七
億
個
宇
佐
確
保
す

る
の
に
は
ど
ち
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
陸
奥
湾
で
合
意
さ
れ
て
い
る
増
養
殖

形
態
で
は
、
養
殖
用
種
苗
五

・
四
億
個
、
地

3 

2.7億個柑当の母貝を残すための配分

(億個)

2 

地まき貝 (億個)

表 I

図 の番号

養 殖 貝(2年貝)

地まき貝 (3年貝)

中5 

ま
き
用
種
苗
三
・
一
一
億
個
を
使
い
、
こ
の
う

ち
産
卵
期
ま
で
残
る
も
の
は
、
養
殖
で
は

三
年
目
の
四
月
(満
二
年
)
で

0
・
九
億
個
、

地
ま
き
で
は
四
年
目
の
四
月
(
満
三
年
)

で
一
億
個
、
合
計
一
・
九
億
個
に
な
り
、
二
・

七
億
個
に
足
り
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
四
月
ま
で
あ
と

0
・
八
億
個

を
余
計
に
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
図
5
で
す
が
、
と
れ
は
先
ほ
ど

の
八
O
%
帯
の
付
着
数

(
Ot
三
万
個
/

袋
)
を
確
保
す
る
た
め
の
、
地
ま
き
と
養

殖
の
母
貝
の
配
分
関
係
を
、
八
対
七
の
出

重
を
考
慮
し
て
表
し
た
も
の
で
す
。

四
千

四
百
の
線
が
こ
・
七
t
一一

・
八
億
の
線
で
、

一
t
四
は
表
1
と
対
応
し
て
い
ま
す
。
比

較
的
実
行
可
能
な
方
法
と
し
て
、
養
殖
貝

を
手
持
数
の
三
O
t
四
O

%
残
し
、
地
ま

き
は
七
五
t
五
六
%
残
す
万
法

(図
中
の

2
か
3
)
が
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
耳
吊
り
対
篭
の
比
率
宇
佐

現
状
の
六
対
四
t
七
対
三
か
ら
四
対
六
程

度
に
し
て
、
三
年
目
(
二
年
貝
)
の
春
以

降
に
出
荷
す
る
も
の
を
多
く
す
る
乙
と
、

ま
た
地
ま
き
は
放
流
数
の
確
保
と
良
質
種

苗
の
放
流
を
継
続
し
て
実
施
す
る
乙
と
等

が
必
要
と
い
え
ま
す
。
乙
れ
は
、
陸
奥
湾

全
体
の
問
題
な
の
で
す
が
、
地
区
ご
と
組

合
ご
と
に
独
自
に
母
貝
を
残
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
、
ど
ζ
に
い
く
ら
の
母
貝
を

残
す
か
は
全
休
で
協
議
し
て
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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佐
賀
県
の
「
ノ
リ
作
り
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
青
森
県
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
者

も
、
泊
費
者
に

「
う
ま
い
!
」
と
言
わ
れ

る
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
作
る
努
力
を
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う。

こ
と
で
は
県
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
と
県

水
産
物
加
工
研
究
所
が
協
h
M
し
て
、
成
育

状
況
が
異
な
る
四
種
類
の
五
七
年
産
ホ
タ

テ
ガ
イ
に
つ
い
て
、
成
分
と
保
蔵
性
の
出

較
を
試
み
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
述
べ

ま
す
。供
試

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
成
育
状
況

成
育
状
況
が
異
な
る
阿
種
類
の
ホ
タ
テ

ガ
イ

(l
t
w)を
試
験
に
供
し
ま
し
た
。

各
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
養
殖
管
理
工
程
を
第
1

図
に
、
成
育
状
況
お
よ
び
同
時
期
に
お
け

る
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
成
育
状
況
の
平

均
値
を
第
1
表

・
第
2
表
に
一示
し
ま
す
。

l
は
セ
ン
タ
ー
が
垂
下
養
殖
の
基
本
型
通

り
に
青
森
市
久
栗
坂
実
験
漁
場
で
、

l
t

wは
養
殖
業
者
が
各
自
の
養
殖
施
設
で
そ

れ
ぞ
れ
垂
下
養
殖
中
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
で
す
。

第
l
表
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

ー
、

ー
は
貝
の
大
き
さ
、

生
残
率
、
正
常
貝
出

イ愛

輔

現
率
等
い
ず
れ
も
陸
奥
湾
の
平
均
値
を
上

ま
わ
り
、
園
、
町
四
は
劣
っ
て
い
ま
す
。
町H

の
全
字国一量
は
三
四
・
八
四

g
、
へ
い
死
率
五

四
・
八

%
、
生
貝
中
の
異
償
奥
出
現
率
七

一ニ

・
九
%
で
、
近
々
半
成
貝
と
し
て
販
売
処

分
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
(
提
供
者
談
)
。

以
上
の
乙
と
か
ら

I
tw
の
ホ
タ
テ
ガ

イ
は
、

-
-
H
↓
出
↓

W
の
順
に
成
育

状
況
が
悪
く
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

仙
川
山『供

試
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
成
分

第
3
表
に
一
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
性
鮮

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
特
に
貝
位
で
は
水
分
量
と

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
震
に
明
瞭
な
差
が
見
ら
れ
、

ー
が
他
に
比
較
し
て
水
分
量
が
少
な
く
、

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
量
が
多
い
乙
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

ボ
イ
ル
ホ
タ
テ
ガ
イ
も
、

ほ
ほ

生
鮮
貝
に
似
た
傾
向
を
一ホ
し
ま
し
た
。

な
お
、
貝
柱
の
主
な
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
の

分
析
結
果
を
第
4
表
に
-示
し
ま
す
。
貝
柱

の
甘
味
を
代
表
す
る
グ
リ
シ
ン
に
は
四
種

の
試
制
の
聞
で
大
差
が
あ
り
ま
せ
ん
が、

味
の
脇
役
で
あ
る
ア
ラ
ニ
ン

(
甘
味
成
分
)

や
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

(口
正
味
成
分
)
は

I
-

E
で
多
く
、
四

-wで
少
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。
乙
の
僚
に
貝
柱
の
味
も
ま
い

よ
い
成
育
環
境
で
育
っ
た
健
全
な
ホ
タ
テ

程
良
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

生
鮮
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
保
蔵
性
宇
佐
比
較

す
る
た
め
に
V
B
l
N
の
変
化
を
見
ま
し

た

(第
5
表
)
。

V
B
l
N
と
言
う
の
は

間
開
発
性
塩
基
窒
素
の
こ
と
で
、
乙
の
値
の

三
O
W
%
以
上
が
腐
敗
の
目
安
と
-一一高
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
貝
柱
で
は
、
五

日
後
に
は
何
れ
も
食
用
に
で
き
る
状
態
で

し
た
が
、
七
日
後
に
は
目
・
即日
の
V
B
l
N

値
が
三

O
W
%
を
越
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
縁
部
で
は
三
日
後
に
は
何
れ
も
食
用
に

で
き
る
程
度
で
し
た
が
や
や
高
く
、
五
日

後
に
は

E
・
即日
で
は
二
一
O
勾
%
を
遥
か
に

越
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
成
育
状
況
の
惑
い
ホ
タ

テ
ガ
イ
は
肉
質
が
劣
る
と
共
に
、
保
蔵
性

も
劣
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
は
、
昭
和
五
八
年
度
春
期

養
嫡
ホ
タ
テ
ガ
イ
実
態
調
奇
報
告
会
の
席

上
で
口
頭
説
明
し
ま
し
た
が
、

今
回
再
度

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
殖
業
者
の
皆
さ
ん
、

「
う
ま
い
ホ
タ

テ
を
消
費
者
に
!
」
の
気
持
で
、
今
後
共

適
正
な
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
増
益
殖
管
浬
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

参
考
に
し
た
報

告

書

目
佐
賀
県
有
明
地
区
う
ま
い
佐
賀
ノ
リ
作

り
運
動
実
践
本
部
、
ノ
リ
養
殖
に
関
す

2 
1心七る
?)多
福 元』
田 町、
千也
、 昭

ホ 型

12  
ガ八
イ月
半 (
成五
貝 l

58 i1' 57年

7 

供試貝の

種類No.

の
成
分
と
保
蔵
性
に
つ
い
て
、
青
森
県

水
産
物
加
工
研
究
所
五
八
年
度
試
験
研

究
報
告
書
(
八
二
l
九
O
)
昭
和
五
九

月

成
育
状
況
が
異
な
る
ホ
タ
一
ス
力
イ
の

成
分
と
保
蔵
性
に
つ
い
て

ー
う
ま
い
ホ
タ
テ
を
消
費
者
に
l

ほ
た
て
貝
部
主
任
研
究
員

田

中

取りあげ(分析)

5 4 11 10 8 

111 

W 

供試貝 1-lVの養殖管理工程第 l図
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第 l表 供試貝 T~ lVの測定結果 (水産増殖センター測定)

供試H
合計 斗z只 死個貝I主主I正、呉、 ilfl自室 |殻長 全仏t軟体部 中酬 | 柱| 蛍 !生貝中の l タヒ只中の

"司王E片日 市よ 世 その他殺重 異常貝出 l殻長 異常貝出
の手続1 個 倒 。oi 1閏 mm F 守 9 ， 9 9 9 現干 9 醐 税率 。。

正常民 98 80.40 54.64 20.06 3.24 9.10 7.76 30.96' 75.4 
6) J 101:3 100 98 2 2.0 '異常貝 。 。l 。

IIJl ノ'0会、 98 
正常 H 85 ~5 . 27 69.451 24.51 3.6.1 11.98 8.90 37.26 

1.2 83.31 6)J 141:3 11 10' 10.4異常 只 1 86.2 750 260140131864り l 。
r昆 ノ" 86 85.34 69.511 24.521 3.64 11.99 8.89 37.30 」
正'.i¥'n 93 72 . 62 48.20 15.48 1.94 7.04 6.56 25.20 

6) J 14日 !日 異世¥. l! 23 71.49 46.52 17.73 1.96 6.78 6.16 24.37 19.81 72.07 34.1 
J昆合 116 72.37 47.87 15.36 1. 95 6.99 6.48 25.04 70.93 
正常l! 31 70.32 34.84 10.85 l話 -1.76 4.53 19.09 41.04 

: 6) J 10 I:l W 異常l! 88 60.74 25.28 7.67 1. 25 3.29 3.15 13.55 62.5 
Ilt' ;;' 119 63.33 27.81 8.50 1.33 3.68 3.51 15.00 44.16 

表 2表 昭和58年春期養殖ホタテがイ実態調査結果 (陸奥湾平均)

垂下養殖 (収容)方法 |調査個体数 |へい 死率|平均 殻長

パ - /レ ネット I6.765 (個) I 4.6(%) 
丸

耳

篭 I4，442 

りI12，061 

0.4 

3.3 吊

第3表 生鮮貝とボイノレホタテの部位別成分

生貝中の正常貝出現率

3.1 (%) 

2.6 

5.4 

(県水産物加工研究所分析)

生 鮮 貝 ボ イ /レ ホ タ ア

料 水分
粗蛋
組脂肪 灰分

グリコ エキス
水分
粗蛋
粗脂肪 灰分

エキス

部位区分
試 白質 」ゲン 態窒素 白質 態窒素
区 分

% % % 号も % 7TrJ% % % % % 7TrJ% 

73.7 16.8 0.11 1. 55 9.2 933 74.6 16.7 0.17 1.16 748 

I 74.7 17.3 0.11 1. 58 7.1 934 0.24 1. 20 772 
貝 柱

111 0.15' 1.63 1.18 759 75.5 17.7 5.5 933 35.3 I 17.8 0.25 

1v 75.2 17.3 0.12 1.62 7.0 910 76.1 I 17.5 0.21 1.10 660 

70.4 12.1 12.312.02 / / 1 / / / / 
、長

II 71.7 12.7 10.712.03 / /| / / / / 
中腸腺

目 73.6 I 12.2 / /1 / / / / / 
lV 75.0 I 12.0 8.012.16 / / i 72.3112.8 9.60 1. 46 / 

84.4 9.9 0.51 I 2.63 / 372181.6113.6 1. 04 0.93 / 

E 86.0 9.6 0.51 I 2.45 / 374 1. 01 1. 07 / 
外縁部

111 0.55 12.60 / 381 81.6114.4 1. 06 1. 02 / 

1v 86.0 I 9.5 0.48 1 2.61 / 342 81.4 I 14.4 0.95 1. 00 / 

，・、!

第 4表 貝柱の主な遊離アミ ノ酸含有量

(7TrJ /100 9-) 

(県水産加工研究所分析)

その他の

試料区分
グリシン

ア フ グノレタ アミノ酸

ン ミン酸 を 含 む

正仁』コ 計

1，254.3 255.7 197.7 2，881.7 

11 1，271.9 286.0 194.6 2，900.0 

E 1，305.5 209.1 151.0 2，808.3 

lV 1，261.5 184.5 141 .7 265.8 
L...圃

第 5表生鮮ホタテカJイ保j宮中(60C)の

VB-Nの変化 (7TrJ%) 

(県水産物加工研究所分析)

部位 試料 保 蔵 日 数

区分 区 分 。 3 5 7 

3.4 2.2 4.2 9.3 24.3 

E 4.2 2.3 4.4 10.4 25.6 
貝柱

目 5.4 2.8 4.8 10.0 37.6 

W 4.9 2.7 5.2 11.9 40.0 

3.0 5.2 10.7 28.9 96.8 

外縁部
E 2.7 5.0 10.6 33.1 110.3 

E 3.7 6.4 12.1 48.5 129.0 

W 3.3 5.6 15.3 62.5 137.0 


